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■特集 教育支援課 平成２２年度重点事業 

戦
後
教
育
の
指
針
と
も
い
う
べ
き

教
育
基
本
法
が
公
布
さ
れ
て
、
そ
の
２

年
後(

昭
和
24
年
３
月)

、
逸
早
く(

「
い

ち
」
は
「
い
ち
じ
る
し
い
」
の
「
い
ち
」

と
同
原
。
他
よ
り
も
ず
ば
抜
け
て
速
く

機
敏
に
対
処
す
る
こ
と)

、
四
日
市
市

に
教
育
研
究
所
が
創
設
さ
れ
た
。 

「
教
育
公
務
員
の
研
究
修
養
を
は
か

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
で
あ
る
。 

教
育
研
究
所
か
ら
教
育
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
、
教
育
支
援
課
と
名
は
替
わ
っ

た
が
、
当
時
の
先
覚
の
気
概
を
思
う
と

き
、
「
教
師
の
専
門
性
を
磨
く
こ
と
」

と
「
進
取
の
気
性
を
も
つ
こ
と
」
を
、

毎
年
の
第
１
回
目
の
課
内
会
議
で
、
こ

の
歴
史
を
話
題
に
し
て
課
員
に
伝
え

て
き
た
。 

仕
事
の
心
構
え 

さ
て
、
本
号
で
は
、
本
年
度
の
重
点

事
業
を
取
り
上
げ
た
。
脈
脈
と
続
け
て

き
た
事
業
も
あ
れ
ば
、
こ
の
一
・
二
年

で
新
し
く
始
め
た
事
業
も
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
ん
で
、

今
ま
で
以
上
に
、
学
校
や
教
職
員
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力
の

あ
る
も
の
と
し
た
い
。 

こ
の
中
で
、
昨
年
度
に
、
途
切
れ
の

な
い
支
援
の
一
環
と
し
て
、
教
育
委
員

会
と
保
健
所
・
医
療
機
関
と
連
携
し
て

立
ち
上
げ
た
「
四
日
市
早
期
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
（
Ｙ
Ｅ
Ｓ
ｎ
ｅ
ｔ
）
」

が
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち

の
心
の
健
康
問
題
の
対
応
と
し
て
、
学

校
の
み
で
解
決
す
る
の
は
難
し
い
事

例
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
関
係
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

み
、
こ
こ
ろ
の
病
気
の
子
ど
も
を
早
期

に
発
見
し
中
学
校
卒
業
後
ま
で
支
援

を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

職
種
や
組
織
が
異
な
る
者
が
始
め

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
、
皆
さ
ん
に
頼
り
に
さ
れ
る
事
業
に

育
て
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。 

研
究
所
時
代
か
ら
60
年
を
超
え
た
。

し
か
し
、
教
育
支
援
課
は
３
年
目
。
ま

だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
、
伸
び
る
若
芽
で
、

そ
の
芽
吹
き
が
か
が
や
き
を
加
え
る

季
節
を
迎
え
る
。
課
員
は
、
20
代
か
ら

齢
60
を
超
え
た
も
の
ま
で
い
る
が
、
誰

も
が
常
に
み
ず
み
ず
し
い
若
さ
を
も

っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
、
本

年
度
の
「
仕
事
の
心
構
え
」
と
し
た
い
。 
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平成２２年度 重点事業 

教育支援課 研修・研究グループ
けんしゅう君

 
 
 
 
 
 

１ 「教師力向上サポートブック」活用の推進 

○ ライフステージに応じた教師力の向上をはかるため，「教師力向上サポートブック」を活用

して一人一人の教職員が個人研修を進めていけるように支援します。 

○ 講師も含む教職経験３年未満の若手教員に対する研修の充実をはかり，

若手教員の教師力向上を目指すため，「若手教員研修」を行います。 

○ ミドルリーダーの立場にある教員の研修を充実させて自分自身の指導

力向上を図るとともに，日常的なアドバイスによって若手教員の教師力

向上をはかる「ミドルリーダー教員研修」を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Yokkaichi city Education Center 

２ 

本市の学校教育ビジョンに基づき，今日的な教育課題に対応した研修を実施し，教職員の専門性と実践的

指導力を高めるとともに，幅広い視野を備えた教職員の育成および資質向上を目指します。 

教職員研修講座の充実  研修講座 １３３講座 １６７日 

○ 「若手教員」や「ミドルリーダー教員」向けの研修講座をはじめとして，それぞれのライフ

ステージに応じた研修講座を充実します。（中堅ステップアップ，若手スキルアップ講座など）

○ 授業づくり研修講座や教育セミナーなど，授業づくりに関する

実践的な研修講座を充実します。 

○ 特別支援教育・ＩＣＴ活用などの重点教育課題に対応した研修

講座を充実します。 

○ 参加・体験型や実技・演習型の講座など，より能動的で実践的

な研修講座を増やします。 

教育セミナー 8/20（金） 

9：30～16：30 

「ICT を活用した授業づくり①」 

模擬授業，パネルディスカッション 

 教師力向上 指導力向上と学校経営への参画 

ミドルリーダー教員研修 

（教師力向上サポートブックの活用） 

若手教員研修 

（教師力向上サポートブックの活用） 

アドバイス

校外研修 
 

研修講座受講 

（年４回） 

校内研修 

研究授業 

または 

公開授業 

（年２回以上） 

校外研修 
 

研修講座受講

（年３回） 

校内研修 

学校経営への参画

日常的な若手教員

へのアドバイス 

相談 

管理職による指導・助言 



 
 
 
３ 出前研修の推進 

○ ＩＣＴ活用のための出前研修を行い，ＩＣＴを活用したわかる授業づくりを支援します。

○ 初任者研修や若手教員研修対象者の授業を参観し，研修の進め方や内容等について相談

やアドバイスを行います。 
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４ 

５ 教育の情報化の推進 

次の 3 点を推進するために，環境整備・研修・研究・情報発信を行っていきます。 

２. 情報活用能力の育成 

○学校全体としての体系的

な情報教育の推進 
○情報モラル教育の推進 

３. 校務の情報化の推進 

○教職員用コンピュータに

よる校務の効率化 
○情報セキュリティの向上 

１. 教科指導におけるＩＣＴ活用 

○興味・関心・意欲の喚起 
○知識・理解の定着   
○わかりやすい授業 

研究事業の推進 

○重点課題研究推進校 

による研究 

  

○教育支援課職員による 

課題研究（３本） 

小山田小学校//２年次  ★公開日 11/25（木） 

一人ひとりが生き生きと活動し，互いに学び合う授業の創造 

中部中学校//２年次    ★公開日 11/10（水） 

自ら学ぶ力が育つ授業づくり  
-ICT を活用した授業づくり（わかる授業）- 

笹川中学校//１年次 

「自他ともに大切にする心を育む」…『学び』でつながる，『心』でつながる

小学校//１年次    （未定） 

 
 
 
 
 

平成２２年度 重点事業 

教育支援課 特別支援教育・相談グループ 

そうだんちゃん

 
 
 

１ 四日市市早期支援ネットワーク事業 （ＹＥＳnet） 

YESnet (Yokkaichi Early intervention Service network) は，四日市市において，子どもたち

のこころの病気の早期支援とより良い回復を目的として，昨年度設立された教育委員会・保健

所・医療機関のネットワークです。 
 
 

四日市市教育委員会・四日市市保健所・医療機関が協力して，こころの病気の予防・早期支援

につとめます。気になる症状がありましたら，教育支援課にご相談ください。 
 
 
 
 
 
 

２ 小栗先生の巡回教育相談 

元宮川医療少年院院長であり，発達障害等の子どもへの支援について見識が深い小栗正幸先生

が，昨年度に引き続き学校を訪問します。発達障害等の特性がある子どもの様子を見たうえで，

どのような支援が有効であるかについて助言を行います。  
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３ 相談支援ファイルの活用 

乳幼児期から学校卒業後までを見通して，特別な支援が必要な子どもへの支援が途切れること

のないように，相談支援ファイルを活用します。これにより次のような効果が期待できます。  
 
 
 
 
 
  
 

１．就学先で作成する「個別の教育支援計画」にスムーズに移行する

ための情報を整理することができる。 

２．保護者が関係機関にかかるときに，子どもについて何度も同じこ

とを語る負担を軽減することができる。 

３．医療，保健，福祉，教育，労働等の関係機関による情報の共有化

を図ることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ プロジェクトアンダー８事業（四日市市発達障害等早期支援事業） 

巡回教育相談等を受けた子どものうち，知的な遅れはないが次のような課題のある子どもや保

護者を対象にして，「自信を高めるための４つの教室」を開講しています。早期からの対応を行

い，自己肯定感や自信をもって学校生活を送るための支援をします。 

１. 幼児ことばの教室 知的障害に起因しない言語に課題のある子ども 

（年中・年長児） 

２. まなびの教室 読み・書き・計算等の理解に課題のある学習障害（疑いを含む）のある子ども

（小学校通常学級１，２年生） 

 ３. ともだちづくり教室 コミュニケーション力や社会性に課題のある子ども 

（年中児から小学校通常学級２年生） 

４. 子どもの見方・ほめ方教室 コミュニケーション力や社会性に課題のある子どもの保護者 

 
 
 （ともだちづくり教室に参加の保護者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別支援学級担任への訪問支援 

特別支援学級の担任経験が５年以下の教員及びそれ以外の訪問支援を希望する教員を対象に，

訪問支援を行います。これにより，経験の浅い特別支援学級担任等が，子ども一人一人に応じた

個別の教育支援計画の立て方や授業での子どもへの支援の仕方等について研修し，特別支援学級

担任としての力量を高めていきます。また教育支援課とのつながりを深め，継続的に支援や相談

を受けられるようになります。 

原則として，午前中に授業見学，放課後に助言を行います。 

５ 

教育相談 

不登校や心に悩み・不安のある子どもへの支援として，相談員やセラピストがカウンセリング

や諸検査，プレイセラピー等を行います。また，引きこもりがちな子どもの家庭に，学生ボラン

ティア（ふれあいフレンド）を派遣し，子どもの心の安定を図り，自立への支援を行います。 

６ 

 障害や発達上の課題等のある子どもへの支援として，来所相談，学校・園への巡回教育相談を

行います。面接や諸検査も実施します。  

Yokkaichi city Education Center 


